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マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
奉
仕

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！！な

  ど

老人週間行事
（９/15～21）

り
協
議
会
の
事
務
所
の
一
本
化
は

で
き
ま
す
か

・
住
民
で
子
ど
も
の
遊
べ
る
広
場

を
造
成
し
ま
し
た
。
遊
具
や
ベ
ン

チ
な
ど
が
な
い
た
め
市
で
設
置
で

き
な
い
で
す
か

・
公
園
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
草
刈
り
を

し
て
ほ
し
い

・
子
ど
も
が
自
転
車
で
行
け
る
範

囲
に
児
童
館
を
造
っ
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

・
住
民
で
地
区
に
住
む
高
齢
者
の

見
守
り
を
す
る
た
め
情
報
開
示
を

お
願
い
し
た
い

・
高
齢
者
の
安
否
確
認
方
法
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
。
ま
た
不
審

に
思
っ
た
際
に
鍵
を
壊
し
て
入
っ

た
場
合
の
復
元
な
ど
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
ま
ち
づ
く

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

　全国から27チームが参加
した第７回全日本女子硬式野
球選手権大会が８月６～10
日、マドンナ・坊っちゃんス
タジアムで開催されました。
　前回ベスト４の地元マドン
ナ松山は、惜しくも決勝トー
ナメント１回戦で敗退しまし
たが、球場からは選手の一生
懸命な姿に惜しみない声援が
送られました。大会は尚美学
園大学（埼玉）が、３年ぶり
２度目の優勝を飾りました。

全日本女子野球大会開幕

　三津浜地域に子どもから高
齢者まで幅広い相互交流の拠
点となる「市地域交流セン
ター」が完成し８月７日、開
所式が行われました。１階が
三津浜支所と三津浜児童クラ
ブ、１・２階が市地域交流セ
ンターの複合施設で、エレベー
ターや授乳室、多目的トイレ
などがバリアフリー化され利
用者にやさしい施設となって
います。

三津浜に地域交流拠点が完成

　日本で生まれ、伝承されて
きた紙芝居文化の普及、発展
を考える「第12回全国紙芝居
まつり松山大会」が８月６・
７日に市民会館で開催され、
延べ約600人が参加しました。
分科会では年齢や場所に応じ
た紙芝居の演じ方や今までの
経験を生かした活用方法など
参加者は熱心に情報を交換し
ていました。

全国紙芝居まつり松山大会開催

　台北市松
しょうざん

山空港が本市の松
山空港と同じ名称を持つこと
から交流を続けている台湾の
女子野球「台中・台湾体育学
院チーム」が来松し、８月
11・12日坊っちゃんスタジア
ムなどで「マドンナ松山」「女
子硬式野球日本代表候補チー
ム」と対戦しました。また台
湾の選手は松山まつりに参加
し一緒に踊るなど、スポーツ
のほか文化を通じても交流を
深めました。

松山・台湾　女子野球で交流

【
定
員
】
各
10
人
程
度
（
選
考
に

よ
り
決
定
）

【
申
し
込
み
】
９
月
16
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
企
画

政
策
課
〈
市
役
所
本
館
５
階
〉・

支
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、作
文（「
住
み
や
す
い

松
山
市
に
す
る
た
め
に
」を
主
題

に
８
０
０
字
以
内
）、
希
望
す
る

テ
ー
マ
（
第
２
希
望
ま
で
）を
書

い
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、ｅ
メ
ー
ル
で
〒
790
８
５
７

１
企
画
政
策
課

seisaku@
city.

matsuyama.ehime.jp

へ

　
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
10
年

間
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
に
市

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
関
係
者
な
ど
と
一

緒
に
行
う
意
見
交
換
会
（
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
）
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
期
間
】
10
〜
11
月
ま
で
の
３
回

程
度
。
19
時
〜
開
催
予
定

【
対
象
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
、通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

【
テ
ー
マ
】
①
少
子
化
対
策
（
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
、
環
境
づ
く

り
な
ど
）
②
雇
用
の
促
進
（
企
業

誘
致
、
地
元
企
業
の
事
業
拡
大
、

求
職
者
の
能
力
向
上
な
ど
）
③
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
（
南
海
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
事
前
準
備
や
応
急
対
策
な
ど
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政

策
課
☎
948
６
３
４
１
・

 

934

１
８
０
４
へ

（
若
草
町
）、
中
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
中
村
三
丁
目
）、
鷹
子
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鷹
子
町
）、

道
後
公
民
館
（
道
後
町
一
丁
目
）、

新
玉
公
民
館
（
千
舟
町
八
丁
目
）、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
三
津
三
丁

目
）
北
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
北
条
辻
）、
中
島
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
中
島
大
浦
）

【
対
象
】
市
内
在
住
の

65
歳
以
上
の
人

※
申
し
込
み
不
要

市
福
祉
大
会

【
日
時
】
９
月
２
日
㈮
13
時
30
分
〜

【
場
所
】
市
民
会
館
（
堀
之
内
）

大
ホ
ー
ル

【
内
容
】
民
生
児
童
委
員
・
地
域

福
祉
活
動
功
労
者
ら
の
表
彰
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

高
齢
者
表
敬
訪
問

【
日
程
】
９
月
５
日
㈪

【
内
容
】
数
え
年
１
０
０
歳
以
上

の
施
設
入
所
者
を
市
長
、
議
長
ら

が
訪
問

マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
奉
仕

【
日
時
】
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

13
〜
16
時
（
北
条
、
中
島
は
12
〜

15
時
）

【
場
所
】
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
☎
948
６
４
１
４
・

 

934

１
７
６
３
へ

社
と
櫛く

し

玉だ
ま

比ひ

売め

命
神
社
が
鎮

座
し
、
当
神
社
の
秋
祭
り
で

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り

ま
す
。
地
区
内
は
こ
う
し
た

祭
り
を
通
じ
た
強
い
結
び
つ

き
が
各
団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
軸
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
つ
に
青
年

団
組
織
を
中
心
と
し
た
「
ほ

た
る
の
郷
づ
く
り
」
が
あ
り

ま
す
。
20
年
以
上
前
か
ら
ホ

タ
ル
を
育
成
し
、
地
区
の
小

学
生
や
住
民
と
と
も
に
院
内

川
に
幼
虫
を
放
流
。
毎
年
５

月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か

け
て
幻
想
的
な
光
を
放
ち
舞

う
ホ
タ
ル
は
、
多
く
の
鑑
賞

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
櫛
玉
比
売
命
神
社
の

南
側
に
あ
る
標
高
約
20
㍍
の

丘
は
「
南

み
な
み

宮み
や

の
戸と

」
と
呼
ば

れ
、市
指
定
記
念
物
（
史
跡
）

で
あ
る
弥
生
時
代
遺
跡
の

「
南
宮
の
戸
貝
塚
」
が
あ
り

ま
す
。
海
か
ら
約
２
㌔
も
離

れ
た
こ
の
場
所
か
ら
は
シ
ジ

ミ
・
ア
サ
リ
・
ハ
マ
グ
リ
な

ど
約
20
種
類
の
貝
殻
と
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
の
骨
、
石
包
丁
、

土
器
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
弥
生
時
代
の
正
岡
の

人
々
が
海
や
山
の
幸
が
豊
富

な
こ
の
地
域
で
、
自
然
と
共

に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　
正
岡
地
区
は
、
人
口
２
２

５
２
人
、
世
帯
数
８
２
７
世

帯
（
８
月
１
日
現
在
）
で
、

市
中
心
部
か
ら
北
へ
15
㌔
、

国
道
１
９
６
号
の
東
側
に
位

置
し
、
高
縄
山
か
ら
流
れ
出

る
立
岩
川
の
恩
恵
を
受
け
る

潤
い
に
あ
ふ
れ
た
田
園
地
帯

で
す
。

　
正
岡
に
は
「
国く

に

津つ

の
杜も

り

」

と
呼
ば
れ
る
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
国
津
比
古
命
神

地区の現状を市長と話し合う参加者

「南宮の戸貝塚」から鹿島が見える

ホタルを放流する院内川。奥には高縄山が見える

8

正岡
地区

祭
り
と
ホ
タ
ル
と
古
代
の
史
跡

７
月
22
日
開
催
・
正
岡
公
民
館
・
参
加
者
79
人

第
６
次
松
山
市

総
合
計
画
策
定

意
見
交
換
会
参
加
者
募
集

「誇れる」地域の宝
～まちのいいとこ～

正 岡 編

住
民
の
声


